








１．庄内川の特性

庄内川は、愛知県北西部の太平洋側に位置し、その源を岐阜県恵那市の夕立山（標高727m）に発し、岐阜県内では土岐川と呼ば
れ、瑞浪市で小里川、土岐市で妻木川、多治見市で笠原川等の支川を合わせ、岐阜愛知県境に位置する玉野渓谷を抜け、春日井市
高蔵寺で濃尾平野に出て、その後、矢田川等の支川を合わせて名古屋市の北西部を流下し、伊勢湾に注ぐ、河床勾配約1/100～
1/400(上流域)、1/500～水平（中下流域）、幹川流路延長96km、直轄管理延長69.5km(庄内川62.5km、矢田川7.0km)、流域面積
1,010k㎡の一級河川です。

河川の流域面積、幹線流路延長、管理延長、河床勾配等の諸元

流域面積
流域内人口
（千人）

流域内の主な都市と人口
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2
) （H13.10河川現況調査） 面積
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2
)
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 （億円）

人口密度

(人/km
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（H12.10国勢調査値）

1,010 2,461 277 1,544 238,778 5,570

 名古屋市 (2,171,557)
 春日井市   (287,623)
 多治見市   (104,135)
 土 岐 市    (63,283)

想定氾濫区域内

流域の自然的、社会的特性

庄内川流域は、名古屋市をはじめ18市5町（平成22年3月
現在）からなり、岐阜県東濃地方と愛知県尾張地方に東西
にまたがり、流域の土地利用は山林等が約45％、水田や畑
地等の農地が約15％、宅地等の市街地が約40％となってい
ます。
流域内の年間降水量は、平野部で1,400～1,500㎜、山間

部で1,500～1,700㎜といずれも中部地方の河川としては比
較的少なくなっています。
庄内川の周辺には古墳や条里制の遺構も多く、沿川の

人々の生命と暮らしに多大なる恩恵を与えながらも、幾多
の洪水はん濫を繰り返してきております。
庄内川水系における過去の洪水は、破堤によるはん濫被

害、合流地点等での越水、浸水等により人家や農作物等に
多大な被害をもたらしました。

１－１．庄内川の概要
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１．庄内川の特性

庄内川の治水対策は、古くは江戸時代に、下流部右支川の合流
点付近の排水不良の改善と、本川下流部の洪水被害軽減等を目的
に、庄内川下流部右岸に新川洗堰を築造・分派し、ほぼ庄内川と並
走して伊勢湾に至る新川の開削が行われました。
庄内川の本格的な治水事業は、下流部においては、大正7年から

愛知県により改修が始められ、川中村（現名古屋市北区）での矢田
川の付け替えなどが行われ、現在の庄内川、矢田川の河道の骨格
を完成。上流部においては、昭和7年から岐阜県により改修が始めら

れ、多治見市脇之島地区での河道付け替えなどが行われました。昭
和17年からは直轄事業となり、昭和49年には直轄区間を岐阜県多治
見市の市街地区間を含む多治見市虎渓大橋まで、次いで昭和51年
に岐阜県土岐市の市街地区間を含む土岐市三共橋まで延伸してお
ります。
平成12年9月の台風14号及び秋雨前線がもたらした東海豪雨によ

る洪水は、既往最大流量を記録し、派川新川の破堤などにより、水
害区域面積 10,487ha、被災家屋34,049 棟となる甚大な被害をもたら

し、それにより、庄内川及び新川では、河川激甚災害対策特別緊急
事業により、河道の掘削、堤防の補強、橋梁の架け替え等の整備を
進めている。さらに、相次ぐ災害対応への緊急事業（特定構造物改
築事業）として、一色大橋（国道1号）の改築や枇杷島三橋（JR 東海道
新幹線庄内川橋梁、JR 東海道本線庄内川橋梁、枇杷島橋）の改築を
進めています。
庄内川水系においては、平成17年11月18日に庄内川水系河川整

備基本方針を、平成20年3月3日に庄内川水系河川整備計画をそれ
ぞれ策定。河川整備計画では、戦後最大流量となった平成12年9月
東海豪雨、平成元年9月洪水と同規模の洪水が発生しても、破堤な

どによる甚大な被害を防止するとともに内水被害の軽減を図ることを
目標としています。
なお、平成20年４月１日には、八田川(合流点～4.48kまで)を愛知県

に移管しました。

河道特性

西暦 年度 記事 主要洪水

1917 大正７ 愛知県による改修事業着手

1932 昭和7 岐阜県による改修事業着手

1932 昭和7 矢田川の河道付替完成

1936 昭和11 脇之島地区の河道付替完成

1937 昭和12 直轄砂防事業着手

1942 昭和17 直轄改修事業着手

1950 昭和25 愛知県による改修事業着手

1958 昭和33 枇杷島「中島」の撤去完成

1963 昭和38 伊勢湾等高潮対策事業による高潮堤完成

1968 昭和43
昭和44年3月22日一級水系に指定　4月1日に直轄区域指定
庄内川本川：河口～17.6ｋ（庄内川橋）

1969 昭和44

庄内川水系工事実施基本計画。
基準地点枇杷島における基本高水のピーク流量を3,150m3/sとし、新川へ
300m3/sを分派するとともに、150m3/sを小田井遊水地にて調整して、計画高水
流量を2,700m3/sとした。

1973 昭和48
昭和48年4月12日直轄区域編入
庄内川本川：17.6ｋ～35.4ｋ（東谷橋）
矢田川：合流点～7.0ｋ

S47.7月洪水

1974 昭和49
昭和49年4月1日直轄区域編入
庄内川本川：35.4ｋ～50.5ｋ（虎渓大橋）

1975 昭和50

昭和50年4月1日直轄庄内川水系工事実施基本計画改訂（施行）。
基準地点枇杷島における基本高水のピーク流量を4,500m3/sとし、このうち小
里川ダムと小田井遊水地により300m3/sを調整して、計画高水流量を4,200m3/s
とした。また、上流域については、基準地点多治見における基本高水ピーク流
量を2,700m3/sとし、小里川ダムにより300m3/sを調整して、計画高水流量を
2,400m3/sとした。

S50.7月洪水

1976 昭和51
昭和51年5月10日直轄区域編入
庄内川本川：50.5ｋ～59.6ｋ（三共橋）

S51.9月洪水

1978 昭和53 脇之島排水機場完成

1979 昭和54 土岐津地区狭窄部岩掘削工事完成

1981 昭和56 大当郎地区暫定改修概成（3.2ｋ～6.0ｋ右岸）

1982 昭和57 小里川ダム建設事業着手（昭和57年4月8日）

1982 昭和57 土岐津引堤事業着手（昭和58年3月）

1983 昭和58
昭和58年4月8日直轄区域編入
八田川：合流点～4.48ｋ

S58.9月洪水

1983 昭和58 明徳橋左岸引堤工事完成（3.2ｋ～3.6ｋ付近左岸）

1985 昭和60 平和町引堤工事着手（笠原川下流の左岸平和町地区）

1989 平成元 小田井遊水地概成

1994 平成6 庄内川水系工事実施基本計画の部分改定（平成6年6月）

1999 平成11 土岐川河川災害復旧等関連緊急事業着手

2000 平成12 特定構造物改築事業（国道1号一色大橋の改築）着手

2000 平成12 庄内川・新川河川激甚災害対策特別緊急事業着手

2002 平成14 特定構造物改築事業（ＪＲ東海道新幹線橋梁等の改築）着手

2003 平成15 土岐川河川災害復旧等関連緊急事業完成

2003 平成15 小里川ダム建設事業完成

2004 平成16 庄内川河川激甚災害対策特別緊急事業完成

2005 平成17 庄内川水系河川整備基本方針の策定（平成17年11月18日）

2008 平成20 庄内川水系河川整備計画の策定（平成20年3月3日）

2008 平成20
平成20年4月1日愛知県に移管
八田川：合流点～4.48ｋ

H23.9月洪水

S32.8月洪水
S34.9月洪水
（伊勢湾台風）
S36.9月洪水

S63.9月洪水
H1.9月洪水
H3.9月洪水
H11.6月洪水
H12.9月洪水
（東海豪雨）

１－２．庄内川の治水
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２．庄内川の維持管理の概要

河川維持管理目標は、時間の経過や洪水・地震等の外力、人為的な作用等によって、本来河川に求められる治水・利水・環境の目的を達
成するための機能が低下した場合、これを適確に把握して必要な対策を行うために設けるものです。しかし、自然公物である河川では目標を
工学的な指標等により定量的に設けることが困難な場合が多く、そのような場合には過去の経験等を踏まえて定性的な記述としています。

河道流下断面の確保 施設の機能維持

河川区域等の適正な利用 河川環境の整備と保全

維持管理すべき一連区間
の河道流下断面は、当該断
面の流下能力を考慮して設定
する。

「目標流量」「断面確保」「堤
防高さ」「形状」「高水敷」を対
象とする。

維持管理すべき一連区間
の河道流下断面は、当該断
面の流下能力を考慮して設
定する。

管理施設としては、「河道」
「堤防」「護岸等」「床止め」
「水門等」「観測施設」「許可
工作物」を対象とする。

河川区域等が、治水、利水、
環境の目的と合致して適正に
利用されるよう、河川敷地の
不法占用や不法行為等への
対応に関する目標を設定する。

当該河川における、生物
の生息・生育・繁殖環境、河
川利用、河川景観の状況等
を踏まえ、河川整備計画等
に基づいて河川環境の整備
と保全に関する目標を設定
する。

２－１．河川維持管理目標

西枇杷島地区水辺整備安全利用点検

維持修繕工事
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河川の維持管理は、「庄内川河川維持管理計画」に基づき、堤防除草や河川巡視、河川管理施設点検等により河川の状況把握を
行い、河川管理に支障となる状態まで達した際には、維持修繕工事、施設の補修・更新等を行い、また、不法行為への対策を実施
しています。

維持管理対策の実施状況 河川の状態把握実施状況

堤防除草

２－２．河川維持管理の主な内容

２．庄内川の維持管理の概要

通信設備の点検状況

堤防除草

維持工事環境調査通信設備の点検状況

許可施設の撤去訓練 許可施設の撤去訓練

機械設備の点検状況 機械設備の点検状況
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瀬古水位観測所の水位変化

台風１８号の影響により、総降水
量は、９月８日２２時から９日９時
までの間に名古屋では５０ｍｍを
観測しました。

この大雨により、庄内川河川事
務所管内では瀬古水位観測所に
おいて、水防団待機水位に迫る水
位（２．６９ｍ）を観測しました。

３．平成２７年度の出水・地震等

名古屋雨量観測所の降雨量

瀬古水位観測所

水位

９日

９日９時の天気図

5

時刻

水防団待機水位 ２．８０ｍ

はん濫注意水位 ３．３０ｍ

出動水位 ５．００ｍ

避難判断水位 ５．２０ｍ
はん濫危険水位 ５．５０ｍ

計画高水位 ５．７１ｍ

名古屋雨量観測所



４．河川維持管理の取り組み状況

河川の状態把握における基本データの収集として、雨量・水位・流量等の水門等観測、平面・縦横断等の測量、河川環境調査及
び観測施設等の点検を実施します。また、水門等観測におけるリアルタイムデータは適切な河川管理の基礎データとして活用しま
す。

水文・水理観測、水質調査等は、河川砂防技術基準調査編、水文観測業務規程1)2)、河川水質調査要領3)等に基づき実施します。

種別 実施項目 実施箇所 頻度 実施方法 備考

水文等観測

雨量観測 １３地点 常時 自記観測 毎正時

水位観測 ２４地点 常時 自記観測 毎正時

高水流量観測 ６地点 出水時 自記観測

水質観測 庄内川

８地点
４回/年
１２回/年 現地採水

多治見橋 ４回/年
それ以外 １２回/年

５地点 １回/年 底質採取

３地点
２回/年
４回/年 現地採水

安井（１） ２回/年
岩塚、安井（３） ４回/年

１地点 常時 自記観測 自動観測装置

地下水位観測 ４地点 常時 自記観測 毎正時

震度観測 １地点 常時 自記観測

測量
平面測量 － ５年に１回 現地測量 次回：H２９年度予定

縦横断測量 － ５年に１回 現地測量 次回：H２８年度予定

河道状態把
握調査

河床材料調査 管理区間 ５年に１回 現地調査 次回：H３０年度予定

河道内樹木調査 管理区間 年１回程度 目視点検

水文・水理等観測

４－１．河川の状況把握（1/2）
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４．河川維持管理の取り組み状況

種別 実施項目 実施箇所 頻度 実施方法 備考

河川環境調査

魚類調査 直轄区間 ５年に１回 現地調査 次回実施予定：平成２９年度

底生動物調査 直轄区間 ５年に１回 現地調査 次回実施予定：平成２９年度

植物調査 直轄区間 １０年に１回 現地調査

鳥類調査 管理区間 １０年に１回 現地調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査 直轄区間 １０年に１回 現地調査

陸上昆虫類等調査 直轄区間 １０年に１回 現地調査

河川環境基図作成 直轄区間 ５年に１回
図面作成
現地調査

河川空間利用実態調査 直轄区間 ３年に１回 現地調査 次回実施予定：平成２９年度

観測施設等の
点検

定期点検 水文・水理
等観測施
設・機器

月１回 現地点検

総合点検 年２回 現地点検

河川の状態把握における基本データの収集として、雨量・水位・流量等の水門等観測、平面・縦横断等の測量、河川環境調査及
び観測施設等の点検を実施します。また、水門等観測におけるリアルタイムデータは適切な河川管理の基礎データとして活用しま
す。

４－１．河川の状況把握（2/2）
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河川巡視は、河道、河川管理施設及び許可工作物の状況把握、河川区域内における不法行為の発見、河川空間の利用に関する情報収
集及び河川の自然環境に関する情報収集等を概括的に行っております。
河川巡視には平常時巡視と出水時巡視（氾濫注意水位を上回る際）があります。

平常時の河川巡視は、車上巡視を主とし、広い河川敷地等を擁する重要区間においては、不法行為への対応等を確実かつ適切に行えるよ
う週2回一般巡視を基本としております。
徒歩による巡視等を含め、場所・目的等を絞った目的別巡視を必要に応じて加え、巡視計画を立案しております。
休日・夜間巡視は必要に応じて実施します。
巡視により、異常な状況等を発見した場合は、ただちにその状況を把握し、適切に是正します。

○ 通常の河川巡視は、一般巡視（週2回）と目的別巡視（月9回程度）を組み合わせて行います。
○ 休日巡視は、月1回、もしくは2回実施します。
○ 一般巡視はパトロールカーからの車両巡視を基本とし、車両からの目視確認が困難な箇所は徒歩により巡視します。
○ 目的別巡視は、巡視内容、巡視箇所に応じて、適宜車両と徒歩を組み合わせて実施します。

巡視頻度

４－２．河川巡視等（1/2）

４．河川維持管理の取り組み状況
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平成２７年度は、維持管理計画に準じ河川巡視を実施しております。平常時の河川巡視において最も報告の多い項目は河川管理
施設の維持状況報告、次いでゴミの投棄でした。

■ゴミの投棄等 ■ホームレス ■違法行為 ■河川管理施設
の維持状況

■危険な利用形態

869 491 291 1081 43

ゴミの投棄等, 
869

ホームレス, 
491

違法行為, 291

河川管理施設

の維持状況, 
1081

危険な利用形

態, 43

平成２７年度 巡視記録件数

４．河川維持管理の取り組み状況

取り組み状況

9

４－２．河川巡視等（2/2）

（平成28年3月末現在）



４．河川維持管理の取り組み状況

取り組み状況

平成２７年度は、堤防点検の環境整備として、除草を２回、集草処分を２回実施しました。また、集草した刈草については、再利用され
る一般の方のために、提供していることを記者発表しています。

堤防除草は、堤防の法面等（天端及び護岸で被覆する部分を除く。）においては、堤防点検の環境整備等のために実施するもので、以下
の目的を有しています。

○ 洪水による災害の発生の防止のための堤防の状態把握
○ 洪水後に変状を把握して次の洪水に備えるための堤防の状態把握
○ 堤防の強度維持

実 施 項 目 実 施 箇 所 実 施 時 期 除草面積 ・処分量 備 考

除 草

管 理 区 間

5月～7月 １,４８１千m2

9月～11月 １,４８６千m2

集 草 処 分
5月～7月 702t

9月～11月 1,291t

４－３．堤防点検のための環境整備
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刈草提供の記者発表事例



４．河川維持管理の取り組み状況

出水期前及び台風期の点検においては、徒歩による目視ないしは計測機器等を使用し、堤防、護岸、水制、根固工、床止めの変状の把握、
樋門、水門、堰等の損傷やゲートの開閉状況の把握等、具体的な点検を行います。

河道、堤防、護岸、施設はそれぞれ別々に点検し状態を把握するだけでなく、河川全体としてそれらの状態を把握することにより、対策の必
要性、優先度を総合的に判断し、より適切な維持管理を行います。

点検結果は、河川巡視システムに入力し、結果の整理、集計等を効率的に行い、データの共有化及び有効活用し、必要に応じて河川カル
テに登録して業務の効率化を図ります。

○ 河川利用者の安全利用点検は、日常的に河川に親しむ利用が見られる区間の施設の状態把握
○ 洪水による災害の発生の防止のための、堤防等河川管理施設の詳細な状態把握
○ 異常が発見された場合の早期の補修

点検内容

取り組み状況

平成２７年度は、維持管理計画に準じ、安全利用点検を２回（GW前、夏休み前）、許可工作物の点検、河川管理施設等の点検や
堤防点検を実施しました。

４－４．堤防等点検
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４－７．河川区域の維持管理

４．河川維持管理の取り組み状況

河川には、河川の流水の利用、河川区域内の土地の利用、土石等の採取、舟運等種々の利用等があり、これらの多様な河川利用者間の
調整を図り、河川環境に配慮しつつ、河川の土地及び空間が公共用物として適正に利用されるように維持管理を行います。また、河川保全
区域、河川予定地、高規格堤防特別区域及び樹林帯区域においても、指定の目的に応じて、その土地や空間を適切に維持管理します。

取り組み状況

河川利用者が安全に利用できるよう他者に迷惑のかかる行為（犬の放し飼いによる散歩・ゴミの不法投棄等）について、看板を
設置し注意喚起を行っています。

平成27年度行政相談件数

庄内川第1出張所 69件
（ゴミの不法投棄等）

庄内川第2出張所 33件
（犬の放し飼いによる散歩等）
土岐川出張所 70件

（除草等）

犬の散歩はリードをつけてもらうよう
お願い看板設置例

ゴミの不法投棄を防ぐお願い看板
設置例

14



庄内川の水質は昭和20年代～40年代にかけて、陶磁器原料、工場等の排水や生活雑排水の流入により悪化していましたが、
関係機関は、水質汚濁防止法（昭和45年）による排水規制や下水道整備等を推進し、現在は環境基準を達成しています。

BOD(75%値)の年次変化

S45 水質汚濁防止法

S45 水質汚濁防止法

４－８．河川環境の維持管理

４．河川維持管理の取り組み状況
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用地買収範囲（平成25年度～）

庄内川

矢田川

山田地区

や ま だ

○ 平成12年9月に発生した東海豪雨と同規模の洪水を安全に流下させるため、堤防高さ及び断面が不
足している山田地区において、堤防整備を実施する。

○ 今年度は、堤防整備に必要な用地買収及び護岸工事を実施する。

＜洪水を安全に流すためのハード対策＞８．平成２８年度の事業概要
○河道流下断面の確保（堤防整備）

用地補償

改修事業（西枇杷島地区） 完成

平成23年度 庄内川西枇杷島築堤護岸工事（平成25年3月完成、堤防を嵩上げ） 堤防整備のイメージ

堤防整備事例

整備前
※ 今後の検討により、実施箇所が変更となる場合があります。

護岸
（一部施工中） 築堤
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清須市

名古屋市
西区

計画堤防法線

現況堤防

引堤

標準的な施工断面
（県道枇杷島橋改築）

平成２７年度工事実施箇所の状況

び わ じ ま

○ 枇杷島地区は、庄内川の狭窄部であるとともに、県道枇杷島橋を始め、桁下高が低く、橋脚の間隔が
狭い橋梁が横架しているため、洪水の流下に支障をきたしている。

○ 洪水を安全に流下させるため、堤防整備（引堤）及び、橋梁架替による河道断面の確保を実施する。

○ 今年度は、左岸の堤防整備を継続実施する。

実施済

実施中

未実施

工事写真
撮影方向

＜洪水を安全に流すためのハード対策＞８．平成２８年度の事業概要
○河道流下断面の確保（特定構造物改築事業）
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【レキ河原再生イメージ】

掘削

平水位レキ河原再生

【再生前】 【再生後】

土岐川

レキ河原再生実施箇所

と き が わ

○ 洪水時の攪乱頻度の減少による河岸の陸域化などにより、河原固有の動植物を育んでいた浅瀬が減
少し、そこを生息の場としていた生物の生息環境が悪化しているため、生物とのふれあいの場であるレ
キ河原再生を実施する。

○ 今年度は、多治見市大正町及び、土岐市泉町においてレキ河原再生を継続実施する。

事業箇所②（土岐市）

昭
和
橋

事業箇所①（多治見市）

レキ河原再生
実施箇所

レキ河原再生
実施箇所

８．平成２８年度の事業概要
○河川環境の整備と保全（自然再生）
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○ 災害を未然に防ぐ予防対策を確実に行うため、日常的に河川及び河川管理施設の巡視・点検・維持
管理を行い、堤防、ポンプ等の河川管理施設の状態を常に良好な状態に保全する。

出水時等の災害時の緊急的な施設操作ため、
遠隔操作端末を増設する

守山排水樋門 小田井水門

（遠隔操作端末イメージ）

河川巡視（状況把握・施設点検） ポンプ設備の点検 ＣＣＴＶの更新 堤防除草

樋門の電動化

排水樋門の上屋設置及び樋門の
電動化を行う

（完成予想図）

樋門・水門の遠隔操作化

御幸排水樋門

８．平成２８年度の事業概要
○施設の機能維持（河川の管理）
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○ 小里川ダムは、洪水調節、河川環境の保全等のための流量確保及び、発電を目的とした多目的ダム
であり、ダムを適切な状態で運用するため、365日、24時間体制で保守点検、監視を実施している。

○ 今年度は、通常のダム管理に加え、貯水池の法面崩壊対策及び、法面崩壊対策に必要となる管理用
通路の整備を継続実施する。

お り が わ

• ダムの構造や役割について理解して頂くため、堤体内部を一般に開放。（土日、祝祭日含む）

• 普段見られない操作室やダムのゲートなどが見学できる見学会などを開催。

管理用通路整備区間

小里川ダム

堤体一般開放及びダム見学

管理用通路整備 （貯水池の裏面の崩壊対策）

管理用通路整備後

実施済

実施中

未実施

８．平成２８年度の事業概要
○施設の機能維持（ダムの管理）
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